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ナイロビの都会の喧騒の中、家庭でのあたた
かい暮らしにはほど遠く、ホームレスの少年
たちが暮らしていました。彼らは毎⽇を来る
がまま暮らしていました。とある朝、男の⼦
たちは舗装された冷たい道の上で起きて、布
団代わりのマットを⽚付けていました。寒さ
を追い払おうと、ごみくずで⽕を燃やしまし
た。少年たちの中に、マゴズウェという最年
少の男の⼦がいました。
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マゴズウェの両親が亡くなった時、彼はたっ
た５歳でした。彼はおじさんのところでお世
話になることになりました。おじさんはマゴ
ズウェの⾯倒を⾒ませんでした。おじさんは
マゴズヴェに⼗分に⻝べ物を与えず、⾟い仕
事をたくさん与えました。
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マゴズウェが不満や疑問を⾔うと、おじさん
は彼を叩きました。ある時、マゴズウェが学
校に⾏けるか尋ねると、おじさんは彼を殴り
「お前は愚か者すぎて何も学べない」と⾔い
ました。それから３年後、マゴズヴェはおじ
さんの元から逃げ出しました。そして路上で
⽣活を始めたのです。
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マゴズヴェは緑の屋根の家の庭に座り、学校
から持ってきた物語の本を読んでいました。
トーマスがやってきて、マゴズヴェの隣に座
りました。「何のお話ですか？」トーマスは
尋ねました。「先⽣になる少年のお話だよ」
マゴズヴェは答えました。「その少年の名前
は？」トーマスは聞きました。「彼の名前は
マゴズヴェだよ」マゴズヴェは笑顔で⾔いま
した。
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路上⽣活は困難で、⼤多数の少年たちは毎⽇
⻝べ物を得るだけでもとても苦労していまし
た。彼らは時には逮捕され、時には殴られま
した。病気になった時、助けてくれる⼈は誰
もいません。彼らは物乞いや、プラスティッ
クや他のリサイクル可能なものを販売して得
たわずかなお⾦に頼っていました。街の地区
を⽀配したいライバルグループとの闘いが
あったので、⽣活はより⼀層厳しいものでし
た。
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マゴズヴェは学校に⾏き始めましたが、難し
いものでした。追いつくためにたくさんのこ
とをしました。時折、彼は諦めたくなりまし
たが、物語の本のパイロットやサッカー選⼿
を考えました。彼らのように、マゴズヴェは
諦めませんでした。
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ある⽇、マゴズヴェがごみ箱を漁っている
と、古いボロボロの物語の本を⾒つけまし
た。本の汚れを綺麗にし、袋の中に⼊れまし
た。それから毎⽇、彼はその本を取り出し、
絵を眺めました。彼は⽂字の読み⽅を知らな
かったのです。
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そしてマゴズヴェは緑の屋根の家の⼀部屋に
移り住みました。他の２⼈の少年たちとルー
ムシェアをしました。その家には全部で１０
⼈の⼦供たちが住んでいました。スィシーお
ばさんとその旦那さん、⽝３匹、猫１匹、年
⽼いた⼭⽺１蹄も⼀緒でした。
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その本の絵には、⼤⼈になってパイロットに
なる少年の物語が描かれていました。マゴズ
ヴェはパイロットになる空想にふけりまし
た。時々、彼はその物語の少年⾃⾝だと想像
したのでした。
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彼はトーマスに不安を打ち明けました。トー
マスは時間をかけて、新しい場所での⽣活の
⽅がよくなると、マゴズヴェを安⼼させまし
た。
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寒さの中、マゴズヴェは道に⽴ち、物乞いを
していました。とある男性が彼のところに歩
み寄ってきました。男は「はじめまして、私
はトーマスと申します。私はこの近く、あな
たが何か⻝べ物を貰えるところで働いていま
す」と⾔いました。彼は⻘い屋根の⻩⾊い家
を指さしました。「良ければ、あちらに⾏っ
て何か⻝べませんか？」と尋ねました。マゴ
ズヴェは男を⾒、そして家を⾒ました。そし
て「たぶん」と⾔い、⽴ち去りました。
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マゴズヴェはその新しい場所や学校に⾏くこ
とについて考えました。もし彼のおじさんが
正しくて、⾃分が愚か者すぎて何も学べな
かったら？もし新しい場所にいる⼈たちが⾃
分のことを叩いたら？彼は恐ろしかったので
す。「きっと路上⽣活を続けた⽅がいいんだ
ろうな」と彼は思いました。
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数か⽉もすると、ホームレスの少年たちは
トーマスのそばにいることに慣れてきまし
た。トーマスは⼈々、とりわけ路上で⽣活す
る⼈々と話をするのが好きでした。トーマス
は⼈々の⼈⽣を聴いていました。彼は真剣
で、そして我慢強く、決して無礼な態度や⼈
を尊重しないような態度を取りませんでし
た。少年のうち何⼈かは、⻘い屋根の⻩⾊い
家へ、お昼にご飯を貰いに⾏きだしました。
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マゴズヴェの１０歳の誕⽣⽇付近に、トーマ
スは彼に新しい物語の本をあげました。それ
はある村の少年が有名なサッカー選⼿になる
お話でした。トーマスはマゴズヴェに、ある
⽇こう伝えるまで、そのお話を何度も読んで
あげました。「そろそろ学校に⾏って、読み
⽅を習った⽅がよいと思います。どう思いま
すか？」トーマスは、⼦供たちが泊まり、学
校に⾏ける場所を知っていると説明しまし
た。
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トーマスがマゴズヴェの隣に座ったとき、彼
は舗道に座り、絵本を⾒ていました。トーマ
スは「何のお話ですか？」と聞きました。
「パイロットになる男の⼦のお話だよ」とマ
ゴズヴェは答えました。「少年の名前はなん
と⾔うのですか？」トーマスは聞きました。
「分からないよ。僕は読めないんだ」マゴズ
ヴェは静かに⾔いました。
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マゴズヴェとトーマスが会っているとき、マ
ゴズヴェはトーマスに、彼の⼈⽣を語り始め
ました。彼のおじさんと、なぜ彼は逃げ出し
たのかというお話でした。トーマスは多くを
語らず、マゴズヴェに何をすべきかも⾔わ
ず、いつも注意深く話を聴いていました。
時々、⻘い屋根の⻩⾊い家で⻝事をしなが
ら、彼らは話をしました。
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